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（はじめに） 

 

 平成 23 年３月 11 日、東京電力株式会社福島第一原子力発電所は、東北地方太平洋沖地

震とこれに伴う津波により全ての電源を喪失しました。その結果、原子炉の炉心溶融が起

こり、極めて重大で広範囲に影響を及ぼす原子力事故が発生し、いまだ多くの方々が避難

生活を余儀なくされています。 

 

 このような原発事故の被害の甚大さや、その影響が長期間にわたって広範囲に及ぶこと

に鑑みれば、脱原発を目指して原発への依存度を徐々に減らしていくことが必要であると

考えられます。但し、原発に依存しない社会がどれだけの期間で実現できるのか、比較的

短期間でできるのか、それとも極めて長期間を要するのかは、科学技術の進展等によるも

のです。この間、県民の皆様の社会生活や経済活動を安定的に維持していくために、やむ

を得ず原発を再稼働せざるを得ない時期がある可能性は否定できません。しかし、仮にそ

うなった場合でも、安全対策が万全であることが大前提となります。 

 

 本県においても、ひとたび、伊方発電所で重大な事故が起これば、その影響を受けるこ

とが予想されることから、県民の皆様は伊方発電所の安全性に対し高い関心を持たれてい

ます。しかしながら、原子力発電に関する内容は専門性が高いことなどから、わかりやす

く丁寧な説明が求められます。 

 

 このため、本県では、「伊方発電所の安全対策等に関する四国電力（株）との勉強会」を、

平成 23 年７月から計 16 回にわたって開催してきました。この中で、四国電力に対して、

県民の皆様が日頃から心配されている原発の安全性に関する様々な疑問とともに、電力不

足が生じていない現状での原発の再稼働の必要性についても疑問を投げかけ、専門的な知

識を持たない我々にも理解できるよう、丁寧でわかりやすい説明と安全対策の徹底を求め

てまいりました。 

 

この間、四国電力株式会社伊方発電所３号機については、平成 25年７月８日に国の原子

力規制委員会に対する設置変更許可申請がなされ、同委員会による新規制基準への適合性

審査の結果、平成 27 年７月 15 日に設置変更許可となりました。また、伊方発電所の立地

県である愛媛県においても、伊方原子力発電所環境安全管理委員会原子力安全専門部会に

おいて新規制基準への適合状況の審議が行われ、平成 27年９月１日に原子力規制委員会の

審査結果を妥当と判断するとの報告書が愛媛県知事に提出されました。 

 

 本県においても、勉強会を通じて得られた様々な疑問に対する四国電力の回答を、現時

点でとりまとめましたので、公表いたします。 
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